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1. はじめに 

道路ネットワークのサービスの評価において，道路

ネットワークの信頼性についての評価の重要性が高

まっている．しかし，信頼性の概念は様々なものがあ

り，それらをまとめて評価することはこれまであまり

実施されてこなかった．本研究では道路の信頼性とし

て代表的な時間信頼性と連結信頼性を取り上げる．そ

して，それら時間信頼性と連結信頼性を統合した期待

総旅行コストを定義し，時間信頼性と連結信頼性の統

合評価方法を提案する．この2つの信頼性を評価する

ことができる確率的な均衡配分を用いて，道路ネット

ワークのリンク追加による便益向上を評価する方法

を構築する．さらに，金沢市道路ネットワークに適用

することで構築した統合評価法や配分モデルの利用

可能性などを考察する． 
 
2. 道路ネットワークの信頼性 

 道路交通の信頼性とは，道路交通サービスを安定的

に提供する能力のことである．本研究では，道路交通

の信頼性として時間信頼性と連結信頼性の 2 つを統

合して評価するモデルを形成していく． 
(1) 時間信頼性 
 時間信頼性とは，所定の時間以内に目的地に到着で

きるかを評価するものである．本研究では，時間信頼

性の指標として多くの人にとって分かりやすい経路

旅行時間の 95％タイル値を用いることとする． 
 経路旅行時間はリンク旅行時間の和であるが，各リ

ンクの旅行時間や交通量には相関があるため，その経

路を構成する全てのリンクの旅行時間の同時確率密

度関数が分からないと計算ができない．そこで，近似

的に経路旅行時間の 95％タイル値を計算する方法と

して以下の 3 つの仮定を置く． 
a) 正規分布 1 

経路旅行時間が通常の正規分布に従うとした場合 
b) 正規分布 2 
 経路旅行時間関数を交通量の平均値 [ ]( )XE  周りに 1

次のテイラー展開したものが正規分布に従うとした

場合 
c) 対数正規分布 
 経路旅行時間が対数正規分布に従うとした場合 
(2) 連結信頼性 
 連結信頼性とは，リンク機能障害が確率的に発生す

るとしたとき，リンク障害の影響を受けずに目的地に

到着できる確率を評価するものである． 
 本研究では，平常時における道路ネットワークの連

結信頼性を評価する．平常時においても交通事故，道

路工事等により各リンクにはそれぞれ独自の信頼度

を定義できると考えられる．そこで，各リンクの信頼

度を連結確率と定義し，各リンクの連結確率により

OD 間の連結確率を算出する．具体的にいうと，均衡

配分で列挙された経路を対象にミニマル・パス法の概

念を用いてモンテカルロ法により OD 間連結確率を

算出する． 
 
3. 信頼性指標を取り入れた便益算定式 

 本研究では，時間信頼性と連結信頼性を統合したコ

スト算定式を定義して，それを基に環状道路整備によ

る便益の向上を算定する． 
 連結信頼性の便益評価をするためには，総旅行コス

トにおいてトリップが行えないことを表すコストを

定義する必要がある．基本的な考え方は以下の式の通

りである． 
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ここで， rsq ：OD ペア rs間の交通需要（の平均値），
rsπ ：OD ペア rs 間が連結されている確率， rsλ ：OD

ペア rs間が連結されている場合のコスト，κ：トリッ

プキャンセルコストである． 
ODペア rs間が連結されている場合はトリップを行

うのか取り止めるのかの両方を選択できる．その場合

の便益指標としてのログサム変数，つまり最小コスト
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